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添 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､病理学的病期 Ⅰ期からⅢA期で腫療径が20mm以上の肺腺癌患者 187名を
対象として､EGFR連伝子のexon19および21に突然変異のある群 (変異型)とない群
(野生型)との間で､uracil･tegafur投与による生存の差を後方視的に検討したところ､
野生型で有意に生存率が高いことを見出した｡さらにinvitroでEGFR突然変異を培養
細胞株に導入し､5･FUに対するIC80を測定したところ､野生型遺伝子導入細胞株では変
異型遺伝子導入細胞株よりも低い濃度であったことから､より感受性が向上していること
を証明している｡抗癌剤の効呆予測と遺伝子変異との関わりが明らかとなり､治療選択の
科学的根嘩 要な知見を得たものとして価値ある業績と静めますo
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
